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名古屋グランパス ワイズメンズ クラブ 
   NAGOYA YMCA   1-2-7 HARUOKA CHIKUSAKU  NAGOYA 464-0848 JAPAN 

 

国際会長主題      Faith Love Action「信念、愛、行動」 

アジア太平洋地域主題  Act now with faith and love! 信念と愛を持って行動しよう！ 

西日本区理事主題     世界中の仲間とＹＹＹライフを楽しみましよう！！ 

中部部長主題          ワイズは YMCA とユースのために 

クラブ会長主題       楽しもう！ワイズ、そして遊ぼう！ 
 

                                   2026年 2 月号 
 

――――――――――＜今月の聖句＞―――――――――― 
 

あなたがたは神に選ばれ、聖なる者とされ、愛されているのですから、憐みの心、慈愛、謙 

遜、柔和、寛容を身に着けなさい。          コロサイ信徒への手紙３章１２節 

 

クラブホームページ http://www.ys-chubu.jp/main/gburiten/grampus2025-2026.pdf   
 

  

 

 

@2 月第一例会 

と  き：2 月 12 日(木) 19：00～ 

ところ：ZOOM 配信 

卓 話/ドライバー 阿部一雄君 

・車いす(当事者)と建築士の視点から全国

バリアフリー情報公開サイト「IKKEL」

を立ち上げについて 
 

・卓話までに IKKEL(イッケル)にアクセス

し、3D を中心としたお宿情報をご覧くだ

さい 非常に見やすくなっています。 

 IKKEL https://ikkel.or.jp/ 
 

 

 

 

＠2 月第二例会 

と  き：2 月 25 日((水) 19：00～ 

ところ：ZOOM 配信 
 

＠ピンクシャツディー 

と  き：2 月 25 日 

ピンクシャツデーは、ピンクシャツを着た

りピンク色のものを身につけることで 

「いじめ反対」の意思表示をする日です。 

こどもから大人まで誰もが参加することの

できるシンプルなポジティブキャンペーン

です。現在は約 180 の国や地域に広がり 

世界的キャンペーンの一つとなっています 

“TO  ACKNOWLEDGE  THE  DUTY  THAT  ACCOMPANIES  EVERY  RIGHT” 

＝強い義務感を持とう。義務はすべての権利に伴う＝ 

１ 

月 

例

会 

   例     会     出     席     状     況    B  F ポイント クラブファンド（月）   

在  席  者 10 名 第  1  例  会  7 名  当   月 ・ 切   手  - ニコ BOX ノート  - 

例会出席者  8 名 第  2  例  会 8 名 当   月 ・ 現   金  - 感 謝 ファンド  - 

当月出席率 80 % そ の 他   19 名 累              計  - 累          計  - 

2026 年 2 月例会・他ご案内 

がんばれ日本 がんばるワイズ 
 

http://www.ys-chubu.jp/main/gburiten/grampus2025-2026.pdf
https://ikkel.or.jp/


   1 月第 1 例会・在名合同例会     
 

開催日：1 月 24 日(水) ；18：00～ 

場  所：ルブラ王山 

参加者：吉田、中條、高田、服部＋メネ、吉田、

早川＋メネ、阿部＋メネ、荒川＋メネ、

松原＋メネ 

 

 
 

早川 政人 

２０２６年、ワイズメンズクラブ 名古屋地区新

年合同例会が１月２４日（土）午後６時から ルブ

ラ王山にて開催しました。 

名古屋地区の合同例会は久しぶりです。グランパ

スクラブは今回幹事役を受け持ちました。開場の設

定と会費等を各クラブとも相談しながら進め、決ま

りました。当日は今期最大の寒気が列島に居座り寒

い日になりましたが 名古屋地区のワイズのメン

バーが多く参加して頂き盛大に又、楽しく時間を忘

れて過ごす事が出来ました。 

 

 
 

講師の卓話は鈴木清貴氏の『都市デザインの現場

から』でした。 

鈴木氏は名古屋駅コンコースの『金時計』等多

くの橋梁も設計されました。多彩な趣味も有り、

特にギターのメンテナンスに力を発揮されていま

す。多種多様の話は大変興味深く聞きました。会

食・懇親会では美味しい食事と楽しいお酒でした 

寒い中参加したメンバーに感謝です。 

名古屋地区のワイズメンズクラブは少数になり

ましたが、結束は強く力を発揮出来る事を感じま

す。名古屋クラブ会長の加藤ワイズ・東海クラブ

会長の神谷ワイズのご協力に感謝します。 

 

 
 

服部 庄三 

1 月 24 日 18 時より、ルブラ王山にて名古屋地

区３クラブの合同新年会が開催されました。中部部

長をはじめ、計 36 名が参加し、華やかな雰囲気の

中で新年の幕開けを祝いました。 

例会式典に続いて行われたのは、鈴木清貴講師に

よる「都市デザインの現場から」と題した特別講

演。講師は愛知県立芸術大学を卒業後、都市デザイ

ン設計の分野で活躍し、中部地区を中心に数多くの

施設設計を手がけてきました。その代表的な仕事の

一つが、名古屋駅の待ち合わせ場所として広く親し

まれている「金時計」のデザインです。講演では、

これまで携わった建築・デザイン事例が紹介され、

参加者の多くが訪れたことのある施設も含まれてい

たことから、会場は興味深く耳を傾ける姿で満ちて

いました。また、近年急速に進化する AI 技術が設

計業務にも大きな影響を与えていることにも触れ、

作業効率の向上や新たな表現の可能性についての話

題は、参加者にとっても大きな関心を呼びました。 

 

 
 

講演後の懇親会では、各クラブの枠を越えて交流

が広がり、和やかで活気ある時間となりました。参

加者同士が新年の抱負を語り合いながら親睦を深

め、今年一年の活動に向けて気持ちを新たにする場

となりました。 

 



     ＹＭＣＡたより                   

 

ソウル Y のスキーキャンプ参加者の歓迎会の案内 
 

インターナショナルスキーキャンプとして、ソ

ウル YMCA のメンバーをお迎えし、一緒にスキー

キャンプを行います。名古屋到着日には、ささや

かな歓迎会を予定しています。 

短い時間ではありますが、お時間が合いましたら

ぜひご参加ください。 

「ソウル YMCA 歓迎会」 

日 程：2 月 5 日（木） 

時 間：19:00〜19:30 の間に開始（到着時間に

より前後します） 

場 所：YMCA 本館 5 階 

会 費：500 円 

※名古屋メシの「差し入れ」も大歓迎です！ 

「今後の予定」 

・2/3 早天祈祷会 

・2/5-9 ソウル YMCA 名古屋滞在 

（2/7-8 インターナショナルスキーキャンプ） 

・2/25 ピンクシャツデー 

・3/22 感謝会 

 

2025 年度リーダー感謝会のお知らせ 

  主の御名を賛美いたします。 春の陽気が待ち遠

しい今日この頃、皆様にはご健勝のことと存じま

す。また、日頃は名古 屋 YMCA の諸活動にご奉

仕、ご協力いただきありがとうございます。学生生

活を終え、社会に旅立つリーダーたちの働きへの感

謝と共に、今後も継続して YMCA 運動に参画して

いくきっかけになればと願います。ぜひご参加いた

だき、多くの仲間と共に 1 年間の働きを振り返る

時としていただければ と思っております。新しい

世界でリーダーたちがＹＭＣＡでの学びも生かし、

さらに大きな 人になれるよう一緒に会を作ってい

ただければ嬉しいです。 

 日 程：2026 年 3 月 22 日（日） 

 場 所：南山ファミリーＹＭＣＡホール  

時  間： 

【第一部】礼  拝（16：00～16：30）  

【第二部】授与式（16：30～18：00）  

グランパスクラブの申し込みは瀬川担当主事がと

りまとめます。 

  

担当主事 瀬川 景子 

 
 

 

  爺ケ岳スキープログラムレポート   
 

開催日：1 月 17 日(土)～18 日（日） 

場  所：爺ケ岳スキー場 

宿 泊：爺ケ岳マルハンロッジ 

参加者：荒川＋メネ、堀田＋コメ、高田＋メネ、  

松原＋メネ、吉田、信田、シジミさん 

    黄さん、石さん 
 

 
 

松原 行謙 

今年のスキーツアーは例年とは違いとても興味深

いものとなりました。日本語学院で私の話相手の台

湾の石くんと荒川さんの話相手の黄さんが参加して

くれたからです。2 人とも雪を見ることも珍しく、

ましてやスキーは全くの初心者です。 

スキー学校に入れて我々はスキーを楽しむという

選択肢を捨て、2 人の指導を楽しむことを選びまし

た。初日はリフトを使わずひたすら基礎練習に明け

暮れました。大変でしたが思った以上に上達してく

れて嬉しくてホッとしました。2 人とも達成感で満

足した様子でした。私自身も楽しく指導でき満足で

した。 

2 日目はリフトに乗り斜面をプルークボーゲンで

滑る練習をしました。リフトからの降り方も上手に

できグッドでした。2 日と言ってもたった 4 時間

程度でここまで上達してくれて指導の甲斐がありま

した。「滑るのが楽しい」と言ってくれてこちらも

とてもうれしく思いました。 

 

 
 

一緒に美味しいものを食べたり、温泉に行った



り、グランパスの仲間とはしゃいだり、本当に充実

したスキーツアーでした。天気にも恵まれ感謝！ 

感謝！  石くん、黄さん、もっともっとスキーを

好きになって楽しんでください。 

 

 
 

スキーが好きになりました。 

                  黄 晴萱（コウ セイケン） 

人生で初めてスキーを体験させていただきました

事前にスキーの教習動画を見て、用具の着用方法や

基本的な動作についてはある程度理解していたつも

りでしたが、実際に用具を身に着けて雪の上に立っ

た瞬間は、とても不思議な感覚でした。 

 初日は、用具を着けたまま坂を登ったり方向転換

をしたりする練習から始まりましたが、なかなか慣

れず、とても大変で、途中で少し休憩を取りながら

進めることが多かったです。斜面を滑り降りる際に

は、恐怖を感じたり転倒が不安になったりすること

もありましたが、荒川さんや松原さん、しじみさん

のご指導を信じ、自分の体を信じて一つ一つの動作

を丁寧に行うことで、スキーはとても楽しいものだ

と感じられるようになりました。 

 

 
 

 二日目は、荒川さんと一緒にリフトに乗り、より

高い場所から滑ることに挑戦しました。リフトに乗

りながら目にした壮大な雪景色や、皆さんが滑って

いる姿は、人生で初めて見る光景で、とても新鮮で

嬉しい気持ちになりました。上に到着して滑り始め

る前は、やはり少し緊張しましたが、滑り出してか

らは体の感覚に任せてターンやスピードを調整し、

次第に気持ちも落ち着き、自然の美しい景色の中を

ゆったりと滑る時間を心から楽しむことができまし

た。スキーをしている最中の感覚がとても好きだと

感じました。 

 この二日間、ワイズメンズクラブの皆さまと大変

楽しい時間を過ごすことができました。特に荒川さ

んには、スキーの先生として多くの技術を丁寧にご

指導いただいたほか、スキーウェアもお貸しいただ

き、このような貴重なスキー体験の機会を与えてく

ださいました。運動はあまり好きではないと思って

いた自分が、これほどまでにスキーを好きになれる

とは思っておらず、自分自身でも驚いております。

最後になりますが、ワイズメンズクラブの皆さまの

温かいご配慮とお世話に、心より感謝申し上げま

す。 
 

 
 

初めてのスキー体験 

石 秀全  

先週末、クラスメイトのコウさんと、チュータ

ーの松原さん、荒川さんと一緒に長野県へスキー

に行きました。私にとって、これが初めてのスキ

ー体験でした。最初は、スキー板を履いて動くこ

とさえ難しく

て、「本当に滑れ

るようになるの

かな」と少し不

安でした。しか

し、松原さんと

荒川さんがとて

も根気強く教え

てくれました。

二人の優しい指

導のおかげで、

一日目が終わる

頃には、少しず

つスムーズに滑

れるようになり

ました。 

 二日目は、さらにリフトに乗って長いコースに

も挑戦しました。上から下を見るのはとても怖か

ったですが、風を感じながら滑るのは本当に楽し



かたです。 

日本でスキーを体験するチャンスをくれた松原

さんに、本当にありがとうございました。真っ白

な雪景色の中で過ごした時間は、私にとって忘れ

られない大切な思い出になりました 

またいつか、みんなで一緒に滑りに行きたいです 

 

チューター活動の一環として 

荒川 恭次 

日本語学院でチューター活動を始めて約 5 年に

なりますが、いつも感じていたのは、学生たちに日

本語の練習相手になるだけでなく、日本の文化や風

習、気候を実際に体験してもらいたいという思いで

した。特に南方の国から来た学生には、日本の冬を

イメージしてもらうため、これまではタブレットを

使って雪山やスキーの写真、動画を見せながら説明

してきました。そんな中、今回は「グランパススキ

ープログラム」という絶好の機会があり、台湾出身

のコウさんと石君がクリスマス例会でご縁があった

こともあって、お声がけすると快く参加を承諾して

くれました。チューター担当ごとに、石君は松原

君、コウさんは私がスキーコーチを務めることに決

め、スキーウエアや用具の手配を行いました。 

当日は私の車にメネットとコウさん、そして賑や

かなシジミさんも同乗し、日本の景色を楽しみなが

ら、道中は自然と日本語の勉強の時間になりまし

た。途中のサービスエリアでは各地のお土産に興味

津々でしたが、昼食の長野名産そばにはあまり関心

を示さなかったのは少し意外でした。国による食文

化の違いを改めて感じる場面でした。 

 

 
 

初めて触れる雪にどんな反応を見せるのか気にな

っていましたが、事前に YouTube でスキー動画

を見てもらっていたこともあり、戸惑うことなく雪

の世界に入っていくことができました。次女から借

りたウエアも、コウさんにぴったりで一安心です。 

いよいよスキーレッスンの開始です。1 泊 2 日

とはいえ、実際に滑れるのは 17 日午後と 18 日午

前のみ。どこをゴールにするか考え、まずはリフト

に乗ることを目標にしました。これまでの指導経験

から、初心者は理屈よりも恐怖心を取り除き、感覚

を大切に楽しむことが大切だと分かっています。順

を追って滑る感覚に慣れ、曲がる練習まで進んだと

ころで 1 日目を終えました。2 日目は復習後、第

一リフトに挑戦しましたが、スムーズに乗ることが

でき、下りる動作も無事クリア。そこからは広くて

長い緩やかなゲレンデを、思い思いのコースで楽し

めるようになりました。第一リフト 3 本、第二リ

フト 2 本と、やや急な斜面も体験し、転倒は 2、3

回ありましたが、無事にプログラムを終えることが

できました。 

お二人にとって、日本での楽しい思い出づくりに

少しでも貢献できたのではないかと感じています。

また今回は、松原メネットの誕生日でもあり、スキ

ー以外にも盛大なお祝いイベントを楽しむことがで

きました。 

 

 
ハッピーバースデーヨシカさん（中） 

 
 
 

      番外レポート       
 

行本さん歓迎会 

荒川 恭次 

 グランパスクラブチャーターメンバーであり元

ＹＭＣＡ職員の行本浩人さんが、在住のアイルラン

ドから一時帰国されたとの報で、昔の関係者が金山

に集まって歓迎会を開催しました。私は３２年ぶり

の再会で皆さんは昔の話に花が咲いていました。グ

ランパスとの関係は下記ブリテンをご参照くださ

い。（行本さんの結婚式の記事） 

ブリテン 1993 年４月号 gburiten9304.pdf 

https://www.ys-chubu.jp/main/gburiten/gburiten9304.pdf


行本さんは現在アイルランドのコークシティー

にあるアイルランド島最大のダグラス体操クラブ

のテクニカルアドバイザーで終身雇用とのこと。 

2021 年の東京オリンピックまでは韓国チームと

の契約で、コロナ禍を経てアイルランドからのオ

ファーがあり首都ダブリンヘ、その後ブルガリナ

ショナルセンターで指導を行い、2023 年よりア

イルランドに渡航されたとのこと。超明るい性格

変わらず日本と対極の地で頑張っています。 
                   

 
右下から３人目が行本さん 

 

 行本さんの一時帰国理由を聞いてみたら、①家

族や友人に会いに、②国際免許証の更新、③地方

からの指導依頼、④法事、⑤骨休みとのこと。⑤

が第一優先ではないでしょうか。 

  

 
行本さんに頂いたアイルランドの絵ハガキ 

 

    1 月第二例会レポート     
 

 

開催日：1 月 14 日（水）19：00～  

場 所：ZOOM 配信 

参加者：荒川、早川、高田、中條、吉田、瀬川、    

服部 

「報告事項」 

1.爺が岳スキープログラム 

開催日時：1 月 17 日（土）～18 日（日） 

開催場所：爺が岳スキー場爺が岳マルハンロッジ 

参 加 者：荒川＋メネ、信田、高田＋メネ、松原

＋メネ、吉田 

ゲスト：堀 里美（シジミ）、堀田浩明、堀田由里、

黄 晴萱、石 秀全 

    伝助（グランパス爺が岳スキープログラム） 

・天候に恵まれマルハンロッジでのスキープログラ

ムを楽しんだ。・参加の日本語学院生徒の二人も

初めてのスキーを楽しんでいた。 

 

「議 事」 

1. 国際選挙（国際会長、国際会計）クラブ投票につ

いて（審議）締 切：１月 26 日（月） 
・早々に会長より投票する予定（規定により不投票） 

２ ２０２６年 今後の予定 

（１）１月第一例会（名古屋地区 3 クラブ合同例会） 

ホスト：グランパスクラブ 

 日 時：１月２４日（土） １８：００〜  

場 所：ルブラ王山  会 費：10,000 円 

  参加者：伝助（名古屋地区３クラブ合同例会） 

・総勢 36 名の出席予定。 

・卓話講師は服部君の知り合いの建築デザイナー 

鈴木清貴氏 名駅「金時計」設計など各種都市デザ 

インに従事。 

（２）２月第一例会  

 日 時：２月１２日（水） １９：００〜   

場 所：ZOOM 開催 （ZOOM のＩＤ、ＰＷは

毎回同じです） 

 卓 話：  「バリヤフリーの活動について」  

講師：阿部一雄君にお話をして頂きます。 
・1 月 24 の合同例会時に広く他のクラブらへの

ZOOM での参加を早川会長よりアピールをする。 

（３）２月第二例会 

 日 時：２月２５日（水） １９：００〜  

場 所：ZOOM 開催 

・ YMCA ピンクシャツディー：ピンク色の物を

ご持参ください。 
・今年度の YMCA で使用するピンクシャツディーイ

メージの壁紙の好評でメンバーから今後の使用希

望が多かった。 

（４）３月第一例会  ドライバー：松原君 

  日 時：3 月 11 日（水） １８：３０～  

場 所 ルブラ王山  

  卓 話：未 定  会 費： ４，０００ 円  

   参加者： 伝助（名古屋グランパス 3 月第一例会） 
・後日、松原君との打ち合わせ予定とする。 

 

https://densuke.biz/list?cd=eRduyZwcuEXF4W6B
https://densuke.biz/list?cd=ATDm7Pfr37xCyYYf
https://densuke.biz/list?cd=wPWmb5yU4FHNyWK6


（５）2025 年度名古屋 YMCA リーダー感謝祭 

日 時：  ３月２２日（日） 

 場 所： 南山ＹＭＣＡ体育館   

クラブ支援等詳細は別途 

・今年は卒業 6 名の予定 

・クラブとして昨年制作した刺しゅう入りタオ

ルの贈呈を今年度も贈呈予定する。 

（６）３月 第二例会  

 日 時： ３月２５日（水） １９：００〜 

 場 所： ZO0M 開催 

（７） その他予定  

grampus2025schedule.pdf を参考の事 

３．YMCA より  

・各スキープログラムも順調に実施 

・次年度の YMCA スケジュールが決まり次第、

クラブへの資料提供してもらう事に。 

４．その他 

（１）西日本区報告会 

  「ＡＹＣ（アジア太平洋地域ユースコンボケー 

ション）2025」の西日本区報告会を下記 

の要領で開催することとなりました。 

①日時：2026 年 3 月 15 日（日）19 時   

～21 時※18 時 40 分より入室可能 

②形式：ZOOM によるリモート会議形式 

③ 内容：AYC 参加者ユース 8 名の発表、 

④ 質疑応答 

⑤ 登録方法【参加登録フォーム】 

https://forms.gle/AqqPT828w9zEgyEP6 

（２）訃報： 

大阪センテニアルクラブ隅田 保ワイズ 

2026 年 1 月 6 日後逝去されました。 

（３）びわこ部会開催 2 月 15 日（日）  
・参加希望者は各自より申込する。 

５．２０２６年２月ブリテン原稿依頼 

    締め切り日１月２８日（水） 

① １月第一例会（合同例会）・・・・・早川会長、服部君 
② １月第二例会・・・・・・・・・・・・・・・中條書記 
③ 爺が岳スキープログラム・・・・・松原君、荒川君、       

コウさん、イシさん 
④ ＹＭＣＡたより・・・・・・・・・・・・・・・・瀬川担当主事 
⑤ その他話題・・・・・・・・・・・・・・・・・どなたでも 

以上 
 

 

    今 後 の 予 定         
 

・2/25 ピンクシャツデー 

・3/07  次期会長主査研修会（早川、荒川） 

・3/11  ３月第一例会 

・3/22 リーダー感謝会 

      ワイズナイトフォーラム 

・3/25 ３月第二例会 

 

 

      そ の 他        
 

1. ２月の誕生日 

 
 

 

 

2. 例会等出席状況 

   

氏 名 
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24 

第
一
例
会
・ 

合
同
例
会 

 1 
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14 

第
二
例
会 

 

1 

/ 

17  

18 

爺
が
岳
ス
キ
ー 

 

/ 

 

 

 

/ 

 

 

1 阿部 一雄      

2 荒川 恭次 〇 〇 〇   

3 信田伊知郎   〇   

4 高田 士嗣 〇 〇 〇   

5 服部 庄三 〇 〇    

6 早川 政人 〇 〇    

7 瀬川 景子  〇    

8 松原 行謙 〇 〇 〇   

9 中條 秀和 〇 〇    

10 吉田 一誠 〇 〇 〇   

 ゲスト 4  8   

 計 11 8 13   

 

2. ２月第一例会・卓話内容について(補足) 

・テーマ 全国バリアフリー情報公開サイト

「IKKEL」を活用してみよう！ 

全国を網羅したバリアフリーなお宿情報サイトが

無く、高齢者・障害者、その家族が宿泊を考えた

場合、宿選びに苦労している現状があります。 

車いす(当事者)と建築士の視点から全国バリアフリ

ー情報公開サイト「IKKEL」を立ち上げ、利用

者・宿泊施設・建築関係者に役立つポータルサイ

トをご紹介致します。 

IKKEL https://ikkel.or.jp/ 

 

 

  

２月 ８日 中條 秀和 

 

 

 

  

  

 

 

 
 

 

happy birthday

https://www.ys-chubu.jp/main/gburiten/grampus2025schedule.pdf
https://ikkel.or.jp/

